
４月２８日（金） 美術鑑賞会 

 

 天候に恵まれた 4月 28日（金）、東京国立近代美術館にて 70周年記念展『重要文化財の秘

密』を鑑賞しました。約 3年半ぶりの顔合わせで参加者は 12名でした。10時 30分集合、小野

緑さん（学芸員・５１文）の解説の後、多くの観客で混雑する会場に入りました。当展のタイトルは

「重要文化財」ではなく「重要文化財の秘密」です。重要文化財とは「各時代の遺品の中で、制作

優秀かつ我が国の文化史上貴重なもの」を指しています。明治以降の建物・絵画・彫刻・工芸品

のうち現在 68点が重要文化財に指定されていますが、そのうち 51点が今回展示されていま

す。重要文化財は年間で展示できる期間が決まっているのでこれだけの数を一度に展示するの

は奇跡に近いとのことです。どの作品も皆さんが一度は見たことがあるようなよく知られたもの

ばかりです。それぞれが重要文化財に指定されるに至る経緯は様々で、その当時の関係者の

思いや葛藤等があって価値の見極めの難しいことが、秘密の生まれる原因なのでしょう。会場に

は 68件を指定年順に掲載した年表が表示されていますが、評価の変遷を見ることができるの

が面白いところです。 

 最近はＡＩが美術作品を生み出すようになってきました。作品の評価軸が時代と共に変化する

のに加えて、新たなトラブルを避けるための明確なルール作りも求められることになるかもしれ

ません。 

 鑑賞後はパレスサイドビル内の赤坂飯店にて全員で一つの円卓を囲む昼食となり、久しぶり

の開催を楽しみました。 
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